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今後の方向性
補助金不適正受給を踏まえ、森林組合等管内林業事業体実務者の林業技術等のレベルアップ
を図るとともに、コンプライアンス意識を持って業務を実行できる人材を育成するために継続す
る。

備考

事
業
実
績
･
成
果

事 業 実 績 事 業 の 成 果 評 価

第１回　森林整備事業の実務　外　16名受講
第２回　森林経営計画の実務　外　19名受講
第３回　ｱｶﾏﾂの樹種転換と材の利活用　18名受講
第４回　広葉樹の流通実態と利活用等について
16名受講
計　４回　開催

４回の研修に計69名が受講。
内、大北森林組合職員は役員を含め
延べ23名が受講。

合　　　　　　計 80,380

大北地区森林整備実務者研
修

補助事業制度等の座学研修、
地域材利活用の現地研修等

80,380

成果目標
（成果指標）

年間４回の研修を実施し、林業の実務に携わる人材を育成
うち、２回について外部講師を招き研修を開催

事

業

費

等

事業を構成する細事業名等 実施内容  計画（実績 ）額

事

業

の

概

要

等

目 的
（目指す姿）

大北地区林業事業体の実務者等に対する研修会を開催し、森林整備推進体制の整備を進める。

現 状 と
課 題

　大北地区の森林整備は補助金不適正受給事案の影響で停滞しているが、松くい虫防除対策
など適期に整備を必要とする森林が存在し、早急に森林整備を進める体制整備が必要。
　このために、大北地区の林業事業体の実務者の補助制度に関する知識や林業技術のレベル
アップを図るとともに、コンプライアンス意識を持って業務を実行できる人材の育成が必要。

内 容

( 変 更 後
の 内 容 )

・大北森林組合を含む管内の林業事業体（大北森林組合は役員を含む）の実務者を対象に、年
間計画に基づき４回の研修会を開催。延べ69名が受講。
・森林整備補助事業の制度等に関する座学研修及び地域材（広葉樹及びアカマツ）の利活用に
関する現地研修を開催。
・地域材の利活用に関する研修は、木材流通等の専門的知見を有する外部講師を招き開催。
（アカマツ材の利活用推進　富山県氷見市　岸田木材㈱　岸田　毅　氏　外）（広葉樹の利活用
推進　長野県森林組合連合会　中信木材センター所長　青柳　良宏　氏　外）

事業期間 平成30年６月 平成31年３月

実 施 機 関 北アルプス地域振興局 担
当
課

林務課

事 業 名 大北地区森林整備実務者研修
0261-23-6522

kitachi-rimmu@pref.nagano.lg.jp

地域振興推進費事業計画・自己評価書　
提 出 区 分 平成31年4月5日
整 理 番 号 課題区分 北アルプス地域振興局

期待以上

期待どおり

やや下回る

期待以下


